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 要  旨 
Web上で提供される学習向けコンテンツは従来の教科書のようにページが線形をなし
ているものも存在するが，通常はページおよびページ間を結ぶリンクから構成されるハイパ
ー空間をなしている．ハイパー空間を提供するコンテンツの場合，学習者はWebブラウザ
を用いてナビゲーションを行いながら，学んだページ間を関係付けながら知識構築を行っ
ていく．この場合，教科書のような線形のコンテンツと異なり，同じ学習目的で同じコンテ
ンツを学習したとしてもページをたどる順番（ナビゲーションパス）やページ間の関係付け
の仕方によって学ばれる知識は異なったものとなり高い学習効果が期待できる．つまり，
個々の学習者の目的に応じた知識を構築することができ，また自分自身で学ぶ順番を決
定しながら学習を進めていくことになるため学習者の主体性をいかした学習をすることが
できる． 
しかしながらWebにおける学習では主体的な学習を行うことができるという利点の反面，
学習者の目標を満たすナビゲーションパスの計画(ナビゲーションプランニング)が，コンテ
ンツ自体の学びと同時に行われるため，容易ではないという問題がある．また，通常の
Webブラウザでは今見ているページの先にどのようなページがあるかは，実際にたどって
見ないとわからず，学習する時にどのようなナビゲーションパスをたどれば自分の設定した
学習目的を達成することができるのかが事前にはわからないという問題がある． 
これらの問題を解決するために，ナビゲーションプランニングの足場として，学習者にハ
イパー空間地図やページの概要情報を提供することでナビゲーションパスの見通しを与
えプランニングの場を与えるシステム，Planning Assistant(PA)を開発してきた． 
 しかし，プランニングを困難とする学習者の場合やハイパー空間地図が広大な場合に
は，このような足場を提供しても学習者の負荷は大きい． 
 そこで,コンテンツ内の要所となるページやリンクの提示を行い，学習者のプランニング能
力に応じた足場の高さの設定を行うことで支援を行う必要がある． 
 本研究では，当研究室で開発してきたシステムInteractive History(IH）によって生成さ
れた複数の学習者の履歴情報に，データマイニングを適用しWebコンテンツを学ぶ上で
要所となるページやリンクを発見する方法を提案する．さらに発見したページやリンクを先
行研究で開発されたPAの生成するハイパー空間地図上で視覚的に表現することにより
Scaffoldingを実現する方法を検討した．この地図表現をGuided Map(GM)と呼ぶ． 
 本論文ではまず第２章でWebコンテンツにおける学習での特徴および問題点について
述べ，その解決法としてのPAとその問題点について述べる．そして３章ではPAの問題点
を解決するためのGMへのアプローチおよび実際の生成法について述べる．そして４章で
は提供されたGMの違いが学習者に与える影響を調べるために行った評価実験について
述べ，５章で本論文の結論を述べる． 
 
